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特性分類 中学1年生 中学2年生 中学3年生
走 78. 9 72. 0 75 0 
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この表から、各学年においても陸上競技の授業
では、走の占める割合が非常に高いことが明らかに
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2.種目別による集計
表 3は中学校の陸上競技の授業において、経験し
た種目とその割合を、「在学中に 1回でも経験した
もの」と「学年ごと」で示したものである。その結
果、在学中に 1回でもその種目を経験した種目では、
多い順に、長距離走 (84.7%）、短距離走 (79.0%）、
走り幅跳び (68.7%）、ハードル走 (66.3%）の順で
あった。同様に学年ごとに見ていくと、 1年次、 2
年次、 3年次の全ての学年において全体の傾向と同
様に、長距離走、短距離走、走り幅跳び、ハードル
走の順になった。このことから、種目特性のところ
でしめされたように、当然のことながら、種目別で
も走の種目が多く学習されていることが示され、そ
の中でも長距離走を学習してきた割合が一番多いこ
とが明らかにされた。これは、中学校学習指導要領
に示されている「短距離走・リレー、長距離走又は
ハードル走」の中で、長距離走が最も多く行われて
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いることを示していると考えられる。また、走の次
に多く行われている跳の種Hでは、走り幅跳びが多
く行われていることが明らかとなった。これは、指
導要領に示されている「走り幅跳び又は走り高跳び」
の中で、走り幅跳びが多く行われていることを示し
ていると考えられる。一方、投の種目は砲丸投げ以
外の種目はほとんど行われていないことが明らかと
なった。このことは、指導要領で種目の選択につい
ては「安全や施設の実態などを考慮する」となって
おり、必ずしも投の種目を行うようになってないこ
となどが関係していると思われる。
表 3 中学校で経験した種目ごとの人数と割合
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表4は、高等学校でおこなったものを種目別に集
計したものである。在学中に 1回でもその種目を経
験した割合は、多い順に長距離走 (72.7%)、短距
離走 (58.0%)、ハードル走 (44.7%)、走り幅跳び
(41.7%）の順であった。同様に学年ごとに見てい
くと、中学生と同様に 3学年とも割合の多い順に、
長距離走、短距離走、走り幅跳び、ハードル走とな
った。高等学校指導要領では、走の種目では長距離
走にクロスカントリーや駅伝が記載されていたり、
跳の種目では三段跳び、投の種目では砲丸投げやや
り投げが具体的に示されるなど、中学校指導要領よ
り専門的になっている。しかし、高校では中学校よ
りは全体的に占める割合が低いものの行ってきた種
目の傾向は中学校と同様であった。また、もっとも
陸上競技の授業を選択していない 3年次において、
全般の種目に渡って比較的幅広く行われていること
も明らかになった。
表4 高等学校で経験した種目ごとの人数と割合
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今回、学習指導要領が改定されていく中で中学校
および高校の陸上競技の授業において、学生がどの
ような種目を学習してきたかについて調壺した。そ
の結果、中学校、高等学校ともに走の種目中心、具
体的には短距離走、長距離走、ハードル走、走り幅
跳びを多く学習してきていることが明らかになっ
た。
現在、本学体育学部のカリキュラムでは、必修の
1年次において、ハードル走（短距離走を含む）、
走り幅跳び、走り高跳び（ベリーロール）、ジャベ
リックスロー（やり投げのやりに似せた器具を投げ
る種目）を行っている。これは、改定された学習指
導要領の内容や教育実習において本学の学生が指導
することになると予測される種目、また、教員採用
試験で多く行われている種目などを考慮した上で決
めたものである。
この変更内容と今回の調査結果を考えると、以前
は大学2年次に行われていたハードル走や走り幅跳
びを、カリキュラム上必修である大学 1年次に行う
ということは、学生の能力の向上や指導法の習得な
どの点から望ましいと思われる。
しかし、今後さらに中学校、高等学校において選
択性の導入などが進んでくることも考えられるの
で、今回行ったような調査を今後も続けていくこと
で、そこから得られたデータを常に大学の授業に反
映させられるようになれば、大学の授業もよりよい
ものへと発展させていくことができると考えられ
る。
文献
l)文部省 (1999) ：高等学校学習指導要領．
2)文部省 (1999) ：中学校学習指導要領．
